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凡例




これは「改造」第十二卷第九號（昭和五年九月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記については、原文を尊重して旧字体旧仮名遣いにしていますが、一部の旧字体を新字体にした場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものにはママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。また、脱字と思われる場合は〔　〕内に補足しました。
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　初はじめの間あひだは私わたしは私わたしの家うちの主人しゆじんが狂人きやうじんではないのかとときどき思おもつた。觀察くわんさつしてゐるとまだ三つにもならない彼かれの子供こどもが彼かれをいやがるからと云いつて親父おやぢをいやがる法はふがあるかと云いつて怒おこつてゐる。疊たゝみの上うへをよちよち步あるいてゐるその子供こどもがぱつたり倒たふれるといきなり自分じぶんの細君さいくんを毆なぐりつけながらお前まへが番ばんをしてゐて子供こどもを倒たふすと云いふことがあるかと云いふ。見みてゐるとまるで喜劇きげきだが本人ほんにんがそれで正氣しやうきだから反對はんたいにこれは狂人きやうじんではないのかと思おもふのだ。少すこし子供こどもが泣なきやむともう直すぐ子供こどもを抱だきかかへて部屋へやの中なかを馳かけ廻まはつてゐる四十男をとこ。此この主人しゆじんはそんなに子供こどものことばかりにかけてさうかと云いふとさうではなく、凡およそ何事なにごとにでもそれほどな無邪氣むじやきさを持もつてゐるので自然しぜんに細君さいくんが此この家うちの中心ちうしんになつて來きてゐるのだ。家うちの中なかの運轉うんてんが細君さいくんを中心ちうしんにして來くると細君さいくん系けいの人々ひと〴〵がそれだけのびのびとなつて來くるのももつともなことなのだ。從したがつてどちらかと云いふと主人しゆじんの方はうに關係くわんけいのある私わたしは此この家うちの仕事しごとのうちで一番ばん人ひとのいやがることばかりを引ひき受うけねばならぬ結果けつくわになつていく。いやな仕事しごと、それは全まつたくいやな仕事しごとで然しかもそのいやな部分ぶぶんを誰だれか一人ひとりがいつもしてゐなければ家うち全體ぜんたいの生活せいくわつが廻まはらぬと云いふ中心ちうしん的てきな部分ぶぶんに私わたしがゐるので實じつは家うちの中心ちうしんが細君さいくんにはなく私わたしにあるのだがそんなことを云いつたつていやな仕事しごとをする奴やつは使つかひ道みちのない奴やつだからこそだとばかり思おもつてゐる人間にんげんの集あつまりだから默だまつてゐるより仕方しかたがないと思おもつてゐた。全まつたく使つかひ道みちのない人間にんげんと云いふものは誰だれにも出來できかねる箇所かしよだけに不思議ふしぎに使つかひ道みちのあるもので、此このネームプレート製造せいざう所じよでもいろいろな藥品やくひんを使用しようせねばならぬ仕事しごとの中なかで私わたしの仕事しごとだけは特とくに劇藥げきやくばかりで滿みちてゐて、わざわざ使つかひ道みちのない人間にんげんを落おとし込こむ穴あなのやうに出來でき上あがつてゐるのである。此この穴あなへ落おち込こむと金屬きんぞくを腐蝕ふしよくさせる鹽化えんくわ鐵てつで衣類いるゐや皮膚ひふがだんだん役やくに立たたなくなり、臭素しうその刺戟しげきで咽喉のどを破壞はくわいし夜よるの睡眠すゐみんがとれなくなるばかりではなく頭腦づなうの組織そしきが變化へんくわして來きて視力しりよくさへも薄うすれて來くる。こんな危險きけんな穴あなの中なかへは有用いうような人間にんげんが落おち込こむ筈はずがないのであるが、此この家うちの主人しゆじんも若わかいときに人ひとの出來できないこの仕事しごとを覺おぼえ込こんだのも恐おそらく私わたしのやうに使つかひ道みちのない人間にんげんだつたからにちがひないのだ。しかし、私わたしとてもいつまでもここで片輪かたわになるために愚圖ぐづついてゐたのでは勿論もちろんない。實じつは私わたしは九州しうの造船ざうせん所じよから出でて來きたのだがふと途中とちうの汽車きしやの中なかで一人ひとりの婦人ふじんに逢あつたのがこの生活せいくわつの初はじめなのだ。婦人ふじんはもう五十歳さいあまりになつてゐて主人しゆじんに死しなれ家いへもなければ子供こどももないので東京とうきやうの親戚しんせきの所ところで暫しばらく厄介やくかいになつてから下宿げしゆく屋やでも初はじめるのだと云いふ。それなら私わたしも職しよくでも見みつかればあなたの下宿げしゆくへ厄介やくかいになりたいと冗談じようだんのつもりで云いふと、それでは自分じぶんのこれから行ゆく親戚しんせきへ自分じぶんといつてそこの仕事しごとを手傳てつたはないかとすすめてくれた。私わたしもまだどこへ勤つとめるあてとてもないときだしひとつはその婦人ふじんの上品じやうひんな言葉ことばや姿すがたを信用しんようする氣きになつてそのままふらりと婦人ふじんと一緖しよにここの仕事しごと場ばへ流ながれ込こんで來きたのである。すると、ここの仕事しごとは初はじめは見みた目めは樂らくだがだんだん藥品やくひんが勞働らうどう力りよくを根柢こんていから奪うばつていくと云いふことに氣きがついた。それで明日あすは出でやう今日けふは出でやうと思おもつてゐるうちにふと今迄いままで辛抱しんばうしたからにはそれではひとつここの仕事しごとの急所きふしよを全部ぜんぶ覺おぼえ込こんでからにしやうと云いふ氣きにもなつて來きて自分じぶんで危險きけんな仕事しごとの部分ぶぶんに近ちかづくことに興味きようみを待もたうとつとめ出だした。ところが私わたしと一緖しよに働はたらいてゐるここの職人しよくにんの輕部かるべは私わたしが此この家いへの仕事しごとの秘密ひみつを盗ぬすみに這入はいつて來きたどこかの間者かんじやだと思おもひ込こんだのだ。彼かれは主人しゆじんの細君さいくんの實家じつかの隣家りんかから來きてゐる男をとこなので何事なにごとにでも自由じいうがきくだけにそれだけ主家しゆかが第だい一で、よくある忠實ちうじつな下僕げぼくになりすましてみることが道樂だうらくなのだ。彼かれは私わたしが棚たなの毒藥どくやくを手てに取とつて眺ながめてゐるともう眼めを光ひからせて私わたしを見詰みつめてゐる。私わたしが暗室あんしつの前まへをうろついてゐるともうかたかたと音おとを立たてて自分じぶんがここから見みてゐるぞと知しらせてくれる。全まつたく私わたしにとつては馬鹿ばか馬鹿ばかしいことだが、それでも輕部かるべにしては眞劍しんけんなんだから無氣味ぶきみである。彼かれにとつては活動くわつどう寫眞しやしんが人生じんせい最高さいかうの敎科書けうくわしよで從したがつて探偵たんてい劇げきが彼かれには現實げんじつとどこも變かはらぬものに見みえてゐるので、此このふらりと這入はいつて來きた私わたしがさふ云いふ彼かれにはまた好箇かうかの探偵たんてい物ものの材料ざいれうになつて迫せまつてゐるのも事實じじつなのだ。殊ことに輕部かるべは一生しやう此この家いへに勤つとめる決心けつしんなばかりではない。此處ここの分家ぶんけとしてやがては一人ひとりでネームプレート製造せいざう所しよを起おこさうと思おもつてゐるだけに自分じぶんよりさきに主人しゆじんの考案かうあんした赤色あかいろプレート製法せいはふの秘密ひみつを私わたしに奪うばはれてしまふことは本望ほんまうではないにちがひない。しかし、私わたしにしてみればただ此この仕事しごとを覺おぼえ込こんでおくだけそれで生涯しやうがいの活計くわつけいを立たてやうなどとは謀たくらんでゐるのでは決けつしてないのだが、そんなことを云いつたつて輕部かるべには分わかるものでもなし、また私わたしが此この仕事しごとを覺おぼえ込こんで了しまつたならあるひはひよつこりそれで生計せいけいを立たてていかぬとも限かぎらぬし、いづれにしても輕部かるべなんかが何なにを思おもはふとただ彼かれをいらいらさせてみるのも彼かれに人間にんげん修養しゆやうをさせてやるだけだとぐらゐに思おもつてをればそれで良よろしい、さう思おもつた私わたしはまるで輕部かるべを眼中がんちうにおかずにゐると、その間あひだに彼かれの私わたしに對たいする敵意てきいは急速きふそくな調子てうしで進すゝんでゐて此この馬鹿ばかがと思おもつてゐたのも實じつは馬鹿ばかなればこそこれは案外あんぐわい馬鹿ばかにはならぬと思おもはしめるやうにまでなつて來きた。人間にんげんは敵てきでもないのに人ひとから敵てきだと思おもはれることはその期間きかん相手あひてを馬鹿ばかにしてゐられるだけ何なんとなく樂たのしみなものであるが、その樂たのしみが實じつはこちらの空𨻶くうげきになつてゐることにはなかなか氣付きづかぬもので私わたしが何なんの氣きもなく椅子いすを動うごかしたり斷裁だんさい機きを廻まはしたりしかけると不意ふいに金槌かなづきが頭あたまの上うへから落おつて來きたり、地金ぢがねの眞鍮しんちう板いたが積つみ重かさなつたまま足あしもとへ崩くづれて來きたり安全あんぜんなニスとエーテルの混合こんがふ液えきのザボンがいつの間まにか危險きけんな重ぢゆうクロムサンの酸さん液えきと入いれ換かへられてゐたりしてゐるのが、初はじめの間あひだはこちらの過失くわしつだとばかり思おもつてゐたのにそれが盡ことごとく輕部かるべの爲業しわざだと氣付きづいたときには考かんがへれば考かんがへるほどこれは油斷ゆだんをしてゐると生命いのちまで狙ねらはれてゐるのではないかと思おもはれて來きてひやりとさせられるやうにまでなつて來きた。殊ことに輕部かるべは馬鹿ばかは馬鹿ばかでも私わたしよりも先輩せんぱいで劇藥げきやくの調合てうがふにかけては腕うでがあり、お茶ちやに入いれておいた重ぢゆうクロム酸さんアンモニアを相手あひてが飮のんで死しんでも自殺じさつになるぐらゐのことは知しつてゐるのだ。私わたしは御ご飯はんを食たべるときでもそれから當分たうぶんの間あひだは黃色きいろなものが眼めにつくとそれが重ぢゆうクロムサンではないかと思おもはれて箸はしがその方はうへ動うごかなかつたが、私わたしのそんな警戒けいかい心しんも暫しばらくすると自分じぶんながら滑稽こつけいになつて來きてさう手容たやすく殺ころされるものなら殺ころされてもみやうと思おもふやうにもなり、自然しぜんに輕部かるべのことなどはまた私わたしの頭あたまから去さつていつた。

　或ある日ひ私わたしは仕事しごと場ばで仕事しごとをしてゐると主婦しゆふが來きて主人しゆじんが地金ぢがねを買かひにいくのだから私わたしも一緖しよについて行いつて主人しゆじんの金錢かねを絕たえず私わたしが持もつてゐてくれるやうにと云いふ。それは主人しゆじんは金錢かねを持もつと殆ほとんど必かならず途中とちうで落おとして了しまふので主婦しゆふの氣き使づかひは主人しゆじんに金錢かねを渡わたさぬことが第だい一であつたのだ。いままでの此この家うちの悲劇ひげきの大だい部分ぶぶんも實じつに此この馬鹿ばかげたことばかりなんだがそれにしてもどうしてこんなにここの主人しゆじんは金錢かねを落おとすのか誰だれにも分わからない。落おとして了そまつたものはいくら叱しかつたつて嚇おどしたつて返かへつて來くるものでもなし、それだからつて汗水あせみづたらして皆みなが働はたらいたものを一人ひとりの神經しんけいの弛ゆるみのために盡こと〴〵く水みづの泡あわにされて了しまつてそのまゝ泣なき寢入ねいりに默だまつてゐるわけにもいかず、それが一度どや二度どならともかく始終しじう持もつたら落おとすと云いふことの方はうが確實かくじつだと云いふのだから此この家いへの活動くわつどうも自然じぜんに鍛練たんれんのされ方かたが普通ふつうの家うちとはどこか違ちがつて生長せいちやうして來きてゐるにちがひないのだ。いつたい私達わたしたちは金錢かねを持もつたら落おとすと云いふ四十男をとこをそんなに想像さうざうすることは出來できない。譬たとへば財布さいふを細君さいくんが紐ひもでしつかり首くびから懷ふところへ吊つるしておいてもそれでも中なかの金錢かねだけはちやんといつも落おとしてあると云いふのであるが、それなら主人しゆじんは金かねを財布さいふから出だすときか入いれるときかに落おとすにちがひないとしてみてもそれにしても第だい一さう度々たび〴〵落おす以上いじやうは今度こんどは落おとすかもしれぬからと三度どに一度どは出だすときや入いれるときに氣附きづく筈はずだ。それを氣附きづけば事實じじつはそんなにも落おとさないのではないかと思おもはれて考かんがへやうによつてはこれは或あるひは金錢かねの支拂しはらひを延のばすための細君さいくんの手てではないかとも一度どは思おもふが、しかし間まもなくあまりにも變かはつてゐる主人しゆじんの擧動きよどうのために細君さいくんの宣傳せんでんもいつの間まにか事實じじつだと思おもつてしまはねばならぬほど、とにかく、主人しゆじんは變かはつてゐる。金かねを金かねとも思おもはぬと云いふ言葉ことばは富者ふしやに對たいする形容けいようだが此處ここの主人しゆじんの貧まづしさは五錢せんの白銅はくどうを握にぎつて錢湯せんたうの暖簾のれんをくぐる程度ていどに拘かゝはらず、困こまつてゐるものには自分じぶんの家うちの地金ぢがねを買かふ金錢かねまで遣やつてしまつて忘わすれてゐる。かう云いふのをこそ昔むかしは仙人せんにんと云いつたのであらう。しかし、仙人せんにんと一緖しよにゐるものは絕たえずはらはらして生いきていかねばならぬのだ。家いへのことを何なに一ひとつ負まかしておけないばかりではない、一人ひとりで濟すませる用事ようじも二人ふたりがかりで出でかけたりその一人ひとりのゐるために周圍しうゐの者ものの勞力らうりよくがどれほど無駄むだに費つひやされてゐるか分わからぬのだが、しかしそれはさうにちがひないとしても此この主人しゆじんのゐるゐないによつて得意とくい先さきの此この家いへに對たいする人氣にんきの相異さういは格段かくだんの變化へんくわを生しやうじて來くる。恐おそらく此處ここの家いへは主人しゆじんのために人ひとから憎にくまれたことがないにちがひなく主人しゆじんを縛しばる細君さいくんの締しまりがたとひ惡評あくひやうを立たてたとしたところでそんなにも好かう人物じんぶつの主人しゆじんが細君さいくんに縛しばられて小ちひさく忍しのんでゐる樣子やうすと云いふものはまた自然じぜんに滑稽こつけいな風味ふうみがあつて喜よろこばれ勝がちなものでもあり、その細君さいくんの睨にらみの留守るすに脫兎だつとのごとく脫ぬけ出だしてはすつかり金錢かねを振ふり撒まいて歸かへつて來くる男をとこと云いふのもこれまた一層そうの人氣にんきを立たてる材料ざいれうになるばかりなのだ。

　そんな風ふうに考かんがへると此この家うちの中心ちうしんは矢張やはり細君さいくんにもなく私わたしや輕部かるべにもない自おのづから主人しゆじんにあると云いはねばならなくなつて來きて私わたしの傭人やとひにん根性こんじやうが丸出まるだしになり出だすのだが、どこから見みたつて主人しゆじんが私わたしには好すきなんだから仕樣しやうがない。實際じつさい私わたしの家うちの主人しゆじんはせいぜい五になつた男をとこの子こをそのまま四十に持もつて來きた所ところを想像さうざうすると浮うかんで來くる。私わたしたちはそんな男をとこを思おもふと全まつたく馬鹿ばか馬鹿ばかしくて輕蔑けいべつしたくなりさうなものにも拘かゝはらずそれが見みてゐて輕蔑けいべつ出來できぬと云いふのも、つまりはあんまり自分じぶんのいつの間まにか成長せいちやうして來きた年齡ねんれいの醜みにくさが逆ぎやくに鮮あざやかに浮うかんで來きてその自身じしんの姿すがたに打うたれるからだ。こんな自分じぶんへの反射はんしやは私わたしに限かぎらず輕部かるべにだつて常つねに同おなじ作用さようをしてゐたと見みえて、後あとで氣付きづいたことだが、輕部かるべが私わたしへの反感はんかんも所詮しよせんは此この主人しゆじんを守まもらうとする輕部かるべの善良ぜんりやうな心こゝろの部分ぶぶんの働はたらきからであつたのだ。私わたしが此處ここの家うちから放はなれがたなく感かんじるのも主人しゆじんのその此この上うへもない善良ぜんりやうさからであり、輕部かるべが私わたしの頭あたまの上うへから金槌かなづちを落おとしたりするのも主人しゆじんのその善良ぜんりやうさのためだとすると、善良ぜんりやうなんて云いふことは昔むかしから案外あんぐわい良よい働はたらきをして來こなかつたにちがひない。

　さてその日ひ主人しゆじんと私わたしは地金ぢがねを買かひにいつて戾もどつて來くるとその途中とちう主人しゆじんは私わたしに今日けふはかう云いふ話はなしがあつたと云いつて云いふには自分じぶんの家うちの赤色せきしよくプレートの製法せいはふを五萬まん圓ゑんで賣うつてくれと云いふのだが賣うつて良よいものかどうだらうかと訊きくので、私わたしもそれには答こたへられずに默だまつてゐると赤色せきしよくプレートもいつまでも誰たれにも考案かうあんされないものならともかくもう仲間なかま達たちが必死ひつしにこつそり研究けんきうしてゐるので製法せいはふを賣うるなら今いまの中うちだと云いふ。それもさうだらうと思おもつても主人しゆじんの長ながい苦心くしんの結果けつくわの硏究けんきうを私わたしがとやかく云いふ權利けんりもなしさうかと云いつて主人しゆじんひとりに負をはしておいては主人しゆじんはいつの間まにか細君さいくんの云いふままになりさうだし、細君さいくんと云いふものはまた目めさきのことだけより考かんがへないに定きまつてゐるのを思おもふと私わたしもどうかして主人しゆじんのためになるやうにとそればかりがそれからの不思議ふしぎに私わたしの興味きようみの中心ちうしんになつて來きた。家うちにゐても家うちの中なかの動うごきや物品ぶつぴんが盡こと〴〵く私わたしの整理せいりを待またねばならぬかのやうに映うつり出だして來きて輕部かるべまでがまるで私わたしの家來けらいのやうに見みえて來きたのは良よいとしても、暇ひまさへあれば覺おぼえて來きた辯士べんしの聲色こわいろばかり唸うなつてゐる彼かれの樣子やうすまでがうるさくなつた。しかし、それから間まもなく反對はんたいに輕部かるべの眼めがまた激はげしく私わたしの動作どうさに敏感びんかんになつて來きて仕事しごと場ばにゐるときは殆ほとんど私わたしから眼めを放はなさなくなつたのを感かんじ出だした。思おもふに輕部かるべは主人しゆじんの仕事しごとの最近さいきんの經過けいくわや赤色せきしよくプレートの特許とくきよ權けんに關くわんする話はなしを主婦しゆふから聞きかされたにちがひないのだが、主婦しゆふまで輕部かるべに私わたしを監視かんしせよと云いひつけたのかどうかは私わたしには分わからなかつた。しかし、私わたしまでが主婦しゆふや輕部かるべがいまにもしかするとこつそり主人しゆじんの仕事しごとの秘密ひみつを盗ぬすみ出だして賣うるのではないかと思おもはれて幾分いくぶんの監視かんしさへする氣持きもちになつたところから見みてさへも、主婦しゆふや輕部かるべが私わたしを同樣どうやうに疑うたがふ氣持きもちはそんなに誤魔化ごまくわしてゐられるものではない。そこで私わたしもそれらの疑うたがひを抱いだく視線しせんに見みられると不快ふくわいは不快ふくわいでも何なんとなく面白おもしろくひとつどうすることか圖々づう〳〵しくこちらも逆ぎやくに監視かんしを續つゞけてやらうと云いふ氣きになつて來きて困こまり出だした。丁度ちやうどさふ云いふときまた主人しゆじんは私わたしに主人しつじんの續つゞけてゐる新あたらしい硏究けんきうの話はなしをして云いふには、自分じぶんは地金ぢがねを鹽化えんくわ鐵てつで腐蝕ふしよくさせずにそのまま黑色こくしよくを出だす方法はうはふを長ながらく硏究けんきうしてゐるのだがいまだに思おもはしくいかないのでお前まへも暇ひまなとき自分じぶんと一緖しよにやつてみてくれないかと云いふのである。私わたしはいかに主人しゆじんがお人好ひとよしだからと云いつてそんな重大ぢゆうだいなことを他人たにんに洩もらして良よいものであらうかどうかと思おもひながらも、全まつたく私わたしが根ねから信用しんようされたこのことに對たいしては感謝かんしやをせずにはをれないのだ。いつたい人ひとと云いふものは信用しんようされて了しまつたらもうこちらの負まけで、だから主人しゆじんはいつでも周圍しうゐの者ものに勝かち續つゞけてゐるのであらうと一度どは思おもつてみても、さう主人しゆじんのやうに底抜そこぬけな馬鹿ばかさにはなかなかなれるものではなく、そこがつまりは主人しゆじんの豪えらいと云いふ理由りいうになるのであらうと思おもつて私わたしも主人しゆじんの硏究けんきうの手助てだすけなら出來できるだけのことはさせて貰もらひたいと心底しんそこから禮れいを述のべたのだが、人ひとに心底しんそこから禮れいを述のべさせると云いふことを一度どでもしてみたいと思おもふやうになつたのもそときからだ。だが、私わたしの主人しゆじんは他人たにんにどうかうされやうなどとそんなけちな考かんがへなどはないのだからまた一層そう私わたしの頭あたまを下さげさせるのだ。つまり私わたしは暗示あんじにかかつた信徒しんとみたいに主人しゆじんの肉體にくたいから出でて來くる光ひかりに射拔いぬかれてしまつたわけだ。奇蹟きせきなどと云いふものは向むかうが奇蹟きせきを行おこなふのではなく自身じしんの醜みにくさが奇蹟きせきを行おこなふのにちがひない。それからと云いふものは全まつたく私わたしも輕部かるべのやうに何なにより主人しゆじんが第だい一になり始はじめ、主人しゆじんを左右さいうしてゐる細君さいくんの何なに彼かに反感はんかんをさへ感かんじて來きて、どうしてかう云いふ婦人ふじんが此この立派りゆぱな主人しゆじんを獨專どくせんして良よいものか疑うたがはしくなつたばかりではなく出來できることなら此この主人しゆじんから細君さいくんを追放つゐはうしてみたく思おもふことさへときどきあるのを考かんがへても輕部かるべが私わたしに虐つらくあたつてくる氣持きもちが手てにとるやうに分わかつて來きて、彼かれを見みてゐると自然しぜんに自分じぶんを見みてゐるやうでますますまたそんなことにまで興味きようみが湧わいて來くるのである。

　或ある日ひ主人しゆじんが私わたしを暗室あんしつへ呼よび込こんだので這入はいつていくと、アニリンをかけた眞鍮しんちうの地金ぢがねをアルコールランプの上うへで熱ねつしながらいきなり說明せつめいして云いふには、プレートの色いろを變化へんくわさせるには何なんでも熱ねつするときの變化へんくわに一番ばん注意ちゆういしなければならない、いまは此この地金ぢがねは紫色むらさきいろをしてゐるがこれが黑褐色こくかつしよくとなりやがて黑色こくしよくとなるともうすでに此この地金ぢがねが次つぎの試煉しれんの場合ばあひに鹽化鐵えんくわてつに敗まけて役やくに立たたなくなる約束やくそくをしてゐるのだから、着色ちやくしよくの工夫くふうは總すべて色いろの變化へんくわの中段ちうだんにおいてなさるべきだと敎をしへておいて、私わたしにその場ばでバーニングの試驗しけんを出來できる限かぎり多おほくの藥品やくひんを使用しようしてやつてみよと云いふ。それからの私わたしは化合くわがふ物ぶつと元素げんその有機いうき關係くわんけいを驗しらべることにますます興味きようみを向むけていつたのだが、これは興味きようみを持もてば持もつほど今迄いままで知しらなかつた無機物むきぶつ内ないの微妙びめうな有機いうき的てき運動うんどうの急所きふしよを讀よみとることが出來できて來きて、いかなる小ちひさなことにも機械きかいのやうな法則はふそくが係數けいすうとなつて實體じゆたいを計はかつてゐることに氣附きづき出だした私わたしの唯心ゆゐしん的てきな眼醒めざめの第だい一步ほとなつて來きた。しかし輕部かるべは前まへまで誰たれも這入はいることを許ゆるされなかつた暗室あんしつの中なかへ自由じいうに這入はいり出だした私わたしに氣きがつくと、私わたしを見みる顏色かほいろまでが變かはつて來きた。あんなに早はやくから一にも主人しゆじん二にも主人しゆじんと思おもつて來きた輕部かるべにも拘かゝはらず新參しんざんの私わたしに許ゆるされたことが彼かれに許ゆるされないのだからいままでの私わたしへの彼かれの警戒けいかいも何なんの役やくにも立たたなくなつたばかりではない、うつかりすると彼かれの地位ちゐさへ私わたしが自由じいうに左右さいうし出だすのかもしれぬと思おもつたにちがゐないのだ。だから私わたしは幾分おくぶん彼かれに遠慮ゑんりよすべきだと云いふことぐらゐは分わかつてゐても何なにもさういちいち輕部かるべ輕部かるべと彼かれの眼めの色いろばかりを氣使きづかはねばならぬほどの人ひとでもなし、いつものやうに輕部かるべの奴やついつたいいまにどんなことをし出だすかとそんなことの方はうが却かへつて興味きようみが出でて來きてなかなか同情どうじやうなんかする氣きにもなれないので、そのまゝ頭あたまから見降みおろすやうに知しらぬ顏かほを續つゞけてゐた。すると、よくよく輕部かるべも腹はらが立たつたと見みえてあるとき輕部かるべの使つかつてゐた穴あなほぎ用ようのペルスを私わたしが使つかはふとすると急きふに見みえなくなつたので君きみがいまさきまで使つかつてゐたではないかと云いふと、使つかつてゐたつてなくなるものはなくなるのだ、なければ見附みつかるまで自分じぶんで搜さがせば良よいではないかと輕部かるべは云いふ。それもさうだと思おもつて、私わたしはペルスを自分じぶんで搜さがし續つゞけたのだがどうしても見附みつからないのでそこでふと私わたしは輕部かるべのポケツトを見みるとそこにちやんとあつたので默だまつて取とり出ださうとすると、他人たにんのポケツトへ無斷むだんで手てを入いれる奴やつがあるかと云いふ。他人たにんのポケツトはポケツトでも此この作業さげふ場ばにゐる間あひだは誰たれのポケツトだつて同おなじことだと云いふと、さう云いふ考かんがへを持もつてゐる奴やつだからこそ主人しゆじんの仕事しごとだつて圖々づう〳〵しく盗ぬすめるのだと云いふ。いつたい主人しゆじんの仕事しごとをいつ盗ぬすんだか、主人しゆじんの仕事しごとを手傳てつだふと云いふことが主人しゆじんの仕事しごとを盗ぬすむことなら君きみだつて主人しゆじんの仕事しごとを盗ぬすんでゐるのではないかと云いつてやると、彼かれは暫しばらく默だまつてぶるぶる唇くちびるを慄ふるはせてから急きふに私わたしに此この家いへを出でていけと迫せまり出だした。それで私わたしも出でるには出でるがもう暫しばらく主人しゆじんの硏究けんきうが進すゝんでからでも出でないと主人しゆじんに對たいしてすまないと云いふと、それなら自分じぶんが先さきに出でると云いふ。それでは君きみは主人しゆじんを困こまらせるばかりで何なんにもならぬから私わたしが出でるまで出でないやうにするべきだと云いつてきかせてやつても、それでも頑固ぐわんこに出でると云いふ。それでは仕方しかたがないから出でていくやう、後あとは私わたしが二人にん分ぶんを引ひき受うけやうと云いふと、いきなり輕部かるべは傍そばにあつたカルシユームの粉末ふんまつを私わたしの顏かほに投なげつけた。實じつは私わたしは自分じぶんが惡わるいと云いふことを百も承知しようちをしてるのだが惡あくと云いふものは何なんと云いつたつて面白おもしろい。輕部かるべの善良ぜんりやうな心こゝろがいらだちながら慄ふるへてゐるのをそんなにもまざまざと眼前がんぜんで見みせつけられると、私わたしはますます舌舐したなめずりをして落おちついて來くるのである。これではならぬと思おもひながら輕部かるべの心こゝろの少すこしでも休やすまるやうにと仕向しむけてはみるのだが、だいいち初はじめから輕部かるべを相手あひてにしてゐなかつたのが惡わるいので彼かれが怒いかれば怒いかるほどこちらが恐こわさうにびくびくしていくと云いふことは餘程よほどの人物じんぶつでなければ出來できるものではない。どうもつまらぬ人間にんげんほど相手あひてを怒おこらすことに骨ほねを折をるもので、私わたしも輕部かるべが怒おこれば怒おこるほど自分じぶんのつまらなさを計はかつてゐるやうな氣きがして來きて終しまひには自分じぶんの感情かんじやうの置おき場ばがなくなつて來き始はじめ、ますます輕部かるべにはどうして良よいのか分わからなくなつて來きた。全まつたく私わたしは此このときほどはつきりと自分じぶんを持もてあましたことはない。まるで心こゝろは肉體にくたいと一緖しよにぴつたりとくつついたまま存在そんざいとはよくも名付なづけたと思おもへるほど心こゝろがただ默々もく〳〵と身體からだの大おほきさに從したがつて存在そんざいしてゐるだけなのだ。暫しばらくして私わたしはそのまま暗室あんしつへ這入はいると仕しかけておいた着色ちやくしよく用ようのビスムチルを沈澱ちんでんさすために、試驗しけん管くわんをとつてクロム酸さん加里かりを燒やき始はじめたのだが輕部かるべにとつてはそれがまたいけなかつたのだ。私わたしが自由じいうに暗室あんしつへ這入はいると云いふことがすでに輕部かるべの怨うらみを買かつた原因げんいんだつたのにさんざん彼かれを怒おこらせた揚あげ句くの果はてに直すぐまた私わたしが暗室あんしつへ這入はいつたのだから彼かれの逆上ぎやくじやうしたのも尤もつともなことである。彼かれは暗室あんしつのドアを開あけると私わたしの首くびを持もつたまま引ひき摺ずり出だして床ゆかの上うへへ投なげつけた。私わたしは投なげつけられたやうにして殆ほとんど自分じぶんから倒たふれる氣持きもちで倒たふれたのだが、私わたしのやうなものを困こまらせるのには全まつたくそのやうに暴力ばうりよくだけよりないのであらう。輕部かるべは私わたしが試驗しけん管くわんの中なかのクロム酸さん加里かりがこぼれたかどうかと見みてゐる間あひだ、どうしたものか一度ど周章あわてて部屋へやの中なかを駈かけ廻まはつてそれからまた私わたしの前まへへ戾もどつて來くると、駈かけ廻まはつたことが何なんの役やくにもたたなかつたと見みえてただ彼かれは私わたしを睨にらみつけてゐるだけなのである。しかしもし私わたしが少すこしでも動うごけば彼かれは手持てもち無沙汰ぶさたのため私わたしを蹴けりつけるにちがひないと思おもつたので私わたしはそのままいつまでも倒たふれてゐたのだが、切迫せつぱくしたいくらかの時間じかんでもいつたい自分じぶんは何なにをしてゐるのだと思おもつたが最後さいごもうぼんやりと間まの脫ぬけて了しまふもので、ましてこちらは相手あひてを一度ど思おもふさま怒おこらさねば駄目だめだと思おもつてゐるときとてもう相手あひてもすつかり氣きの向むくまで怒おこつて了しまつた頃ころであらうと思おもふとつひ私わたしも落おちちついてやれやれと云いふ氣きになり、どれほど輕部かるべの奴やつがさきから暴あばれたのかと思おもつてあたりを見廻みまはすと一番ばんひどく暴あらされてゐるのは私わたしの顏かほでカルシウムがざらざらしたまま唇くちびるから耳みゝへまで這入はいつてゐるのに氣きがついた。が、さて私わたしはいつ起おき上あがつて良よいものかそれが分わからぬ。私は斷裁だんさい機きからこぼれて私わたしの鼻はなの先さきにうず高たかく積つみ上あがつてゐるアルミニユームの輝かゞやいた斷面だんめんを眺ながめながらよくまア三日かの間あひだにこれだけの仕事しごとが自分じぶんに出來できたと驚おどろいた。それで輕部かるべにもうつまらぬ爭あらそひはやめて早はやくニユームにザボンを塗ぬらうではないかと云いふと、輕部かるべはもうそんな仕事しごとはしたくはないのだ、それよりお前まへの顏かほを磨みがいてやらうと云いつて橫よこたはつてゐる私わたしの顏かほをアルミニユームの切片せつぺんで埋うづめ出だし、その上うへから私わたしの頭あたまを洗あらふやうに搖ゆり續つゞけるのだが、街まちに並ならんだ家々いへ〳〵の戶口とぐちに番號ばんがうをつけて貼はりつけられたあの小ちひさなネームプレートの山やまで磨みがかれてゐる自分じぶんの顏かほを想像さうざうすると、所詮しよせんは何なにが恐おそろしいと云いつて暴力ばうりよくほど恐おそるべきものはないと思おもつた。ニユームの角かどが搖ゆれる度たびに顏面がんめんの皺しわや窪くぼんだ骨ほべに刺ささつてちくちくするだけではない。乾かわいたばかりの漆うるしが顏かほにへばりついたまま放はなれないのだからやがて顏かほも膨ふくれ上あがるにちがひないのだ。私わたしももうそれだけの暴力ばうりよくを默だまつて受うけてをれば輕部かるべへの義務ぎむも果はたしたやうに思おもつたので起おき上あがるとまた暗室あんしつの中なかへ這入はいらうとした。すると輕部かるべはまた私わたしのその腕うでを持もつて脊中せなかへ捻ねじ上あげ、窓まどの傍そばまで押おして來くると私わたしの頭あたまを窓まど硝子がらすへぶちあてながら顏かほをガラスの突片とつぺんで切きらうとした。もうやめるであらうと思おもつてゐるのに豫想よさうとは反對はんたいにそんな風ふうにいつまでも追おつて来こられると、今度こんどはこの暴力ばうりやくがいつまで續つゞくのであらうかと思おもひ出だしていくものだ。しかしさうなればこちらもたとへ惡わるいと思おもつても謝罪しやざいする氣きなんかはなくなるばかりでいままで隙すきがあれば仲直なかなほりをしやうと思おもつてゐた表情へうじやうさへますます苦々にが〳〵しくふくれて來きて更さらに次つぎの暴力ばうりよくを誘さそふ動因どういんを作つくり出だすだけとなつた。が、實じつは輕部かるべももう怒おこる氣きはそんなになくただ仕方しかたがないので怒おこつてゐるだけだと云いふことは分わかつてゐるのだ。それで私わたしは輕部かるべが私わたしを窓まどの傍そばから劇藥げきやくの這入はいつてゐる腐蝕ふしよく用もちのバツトの傍そばまで連つれていくと、急きふに輕部かるべの方はうへ向むき返かへつて、君きみは私わたしをそんなに虐いじめるのは君きみの勝手かつてだが私わたしがいままで暗室あんしつの中なかでしてゐた實驗じつけんは他人たにんのまだしたことのない實驗じつけんなので、もし成功せいこうすれば主人しゆじんがどれほど利益りえきを得うるかしれないのだ。君きみはそれも私わたしにさせないばかりか苦心くしんの末すゑに作つくつたビスムチルの溶液ようえきまでこぼしてしまつたではないか、拾ひろへ、と云いふと輕部かるべはそれなら何なぜ自分じぶんにもそれを一緖しよにさせないのだと云いふ。させるもさせないもないだいたい化學くわがく方程式はうていしきさへ讀よめない者ものに實驗じつけんを手傳てつだはせたつて邪魔じやまになるだけなのだが、そんなことも云いへないので少すこしいやみだと思おもつたが暗室あんしつへ連つれていつて化學くわがく方程式はうていしきを細こまかく書かいたノートを見みせて說明せつめいし、これらの數字すうじに從したがつて元素げんそを組くみ合あはせてはやり直なほしてばかりゐる仕事しごとが君きみに面白おもしろいならこれから每日まいにちでも私わたしに變かはつてして貰もらはふと云いふと、輕部かるべは初はじめてそれから私わたしに負まけ始はじめた。

　輕部かるべとの爭あらそひも當分たうぶんの間あひだは起おこらなくなつて私わたしもいくらか前まへよりゐやすくなると暫しばらくして、仕事しごとが急激きふげきに輕部かるべと私わたしに增まして來きた。ある市役所しやくしよからその全町ぜんちやうのネームプレート五萬まん枚まいを十日かの間あひだにせよと云いつて來きたので喜よろこんだのは主婦しゆふだが私わたしたちはそのため殆ほとんど夜よるさへ眠ねむれなくなるのは分わかつてゐるのだ。それで主人しゆじんは同業どうげふの友人いうじんの製作せいさく所じよから手てのすいた職人しよくにんを一人ひとり借かりて來きて私わたしたちの中なかへ混まじへながら仕事しごとを始はじめることにした。初はじめの間あひだは私わたしたちは何なんの氣きもなくただ仕事しごとの量りやうに壓倒あつたふされてしまつて働はたらいてゐたのだが、そのうちに新あたらしく這入はいつ〔て〕來きた職人しよくにんの屋敷やしきと云いふ男をとこの樣子やうすが何なんとなく私わたしの注意ちゆういをひき始はじめた。無器用ぶきような手てつきといひ人ひとを見みるときの銳するどい眼めつきといひ職人しよくにんらしくはしてゐるがこれは職人しよくにんではなくてもしかしたら製作せいさく所じよの秘密ひみつを盗ぬすみに來きた廻まはし者ものではないかと思おもつたのだ。しかし、そんなことを口くちにでも出だして饒舌しやべつたら輕部かるべは屋敷やしきをどんな目めに逢あはすかしれないので、暫しばらく默だまつて彼かれの樣子やうすを見みてゐることにしてゐると、屋敷やしきの注意ちゆういはいつも輕部かるべの槽バツトの搖ゆり方かたにそそがれてゐるのを私わたしは發見はつけんした。屋敷やしきの仕事しごとは眞しん鑄ママ〔鍮ちう〕の地金ぢがねをカセイソーダの溶液ようえき中ちうに入いれて輕部かるべのすませて來きた鹽化えんくわ鐵てつの腐蝕ふしよく藥やくと一緖しよにそのとき用もちひたニスやグリユーを洗あらひ落おとす役目やくめなのだが、輕部かるべの仕事しごとの部分ぶぶんは此處ここの製作せいさく所じよの二番ばん目めの特長とくちやうの部分ぶぶんなので、他ほかの製作せいさく所じよでは眞似まねすることは出來できないのだからそこに見入みいる屋敷やしきとて當然たうぜんなことは當然たうぜんだとしても疑うたがつてゐるときのこととてその當然たうぜんなことがなほ一層さう疑うたがはしい原因げんいんになるのである。しかし、輕部かるべは屋敷やしきに見入みいられてゐるとますます得意とくいになつて調子てうしをとりつつ槽バツトの中なかの鹽化えんくわ鐵てつの溶液ようえきを搖ゆするのだ。いつものことなら私わたしを疑うたがり出だしたやうに輕部かるべとて一應おうは屋敷やしきを疑うたがはねばならぬ筈はずだのにそれが事こともあらうか輕部かるべは屋敷やしきに槽バツトの搖ゆり方かたを說明せつめいして、地金ぢがねに書かかれた文字もじと云いふものはいつもかうしてうつ伏ぶせにするもので、すべて金屬きんぞくと云いふものは金屬きんぞくそれ自身じしんの重おもみのために負まけるのだから文字もじ以外いぐわいの部分ぶぶんはそれだけ早はやく鹽化えんくわ鐵てつに侵をかされて腐くさつていくのだと誰だれに聞きいたものやらむつかしい口調くてうで說明せつめいして屋敷やしきに一度どバツトを搖ゆすつてみよとまで云いふ。私わたしは初はじめはひやひやしながら默だまつて輕部かるべの饒舌しやべつてゐることを聞きいてゐたのだがしまひには私わたしは私わたしで誰だれがどんな仕事しごとの秘密ひみつを知しらうと知しらせるだけ良よいのではないかと思おもひ出だし、それからはもう屋敷やしきへの警戒けいかいもしないことに定きめて了しまつたが、すべて秘密ひみつと云いふものはその部分ぶぶんに働はたらく者ものの慢心まんしんから洩もれるのだと氣きがついたのはそのときの何なによりの私わたしの收穫しうくわくであつたであらう。それにしても輕部かるべがそんなにうまく秘密ひみつを饒舌しやべつたのも彼かれのそのときの調子てうしに乘のつた慢心まんしんだけではない、確たしかに彼かれにそんなにも饒舌しやべらせた屋敷やしきの風丰ふうぼうが輕部かるべの心こころをそのとき浮うき上あがらせてしまつたのにちがひないのだ。屋敷やしきの眼光がんくわうは銳するどいがそれが柔やはらぐと相手あひての心こゝろを分裂ぶんれつさせてしまふ不思議ふしぎな魅力みりよくを持もつてゐるのである。その彼かれの魅力みりよくは絕たえず私わたしへも言葉ことばを云いふ度たびに迫せまつて來くるのだが何なんにせよ私わたしはあまりに急いそがしくて朝あさ早はやくから瓦斯がすで熱ねつした眞しん鑄ママ〔鍮ちう〕へ漆うるしを塗ぬりつけては乾かわかしたり重ぢゆうクロムサンアンモニアで塗ぬりつめた金屬きんぞく板ばんを日光につくわうに曝さらして感光かんくわうさせたりアニリンをかけてみたり、その他たバーニングから炭すみとぎからアモアピカルから斷裁だんさいまでくるくる廻まはつてし續つゞけねばならぬので屋敷やしきの魅力みりよくも何なにもあつたものではないのである。すると五日か目め頃ごろの夜中よなかになつてふと私わたしが眼めを醒さますとまだ夜業やげふを續つゞけてゐた筈はずの屋敷やしきが暗室あんしつから出でて來きて主婦しゆふの部屋へやの方はうへ這入はいつていつた。今頃いまごろ主婦しゆふの部屋へやへ何なんの用ようがあるのであらうと思おもつてゐるうちに惜をしいことにはもう私わたしは仕事しごとの疲つかれで眠ねむつて了しまつた。翌朝よくてうまた眼めを醒さますと私わたしに浮うかんで來きた第だい一のことは昨夜ゆうべの屋敷やしきの樣子やうすであつた。しかし、困こまつたことには考かんがへてゐるうちにそれは私わたしの夢ゆめであつたのか現實げんじつであつたのか全まつたく分わからなくなつて來きたことだ。疲つかれてゐるときには今いままでとてもときどき私わたしにはそんなことがあつたのでなほ此度このたびの屋敷やしきのことも私わたしの夢ゆめかもしれないと思おもへるのだ。しかし、屋敷やしきが暗室あんしつに這入はいつた理由りいうは想像さうざう出來できなくはないが主婦しゆふの部屋へやへ這入はいつていつた彼かれの理由りいうは私わたしには分わからない。まさか屋敷やしきと主婦しゆふとが私わたしたちには分わからぬ深ふかい所ところで前まへから交涉かうせふを持もち續つゞけてゐたとは思おもへないのだしこれは夢ゆめだと思おもつてゐる方はうが確實かくじつであらうと思おもつてゐると、その日ひの正午しやうごになつて不意ふいに主人しゆじんが細君さいくんに夕夜ゆうべ何なにか變かはつたことがなかつたかと笑わらひながら訊たづね出だした。すると細君さいくんは、お金かねをとつたのはあなただぐらゐのことはいくら寢坊ねばうの私わたしだつて知しつてゐるのだ。盜とるのならもつと上手じやうずにとつて貰もらひたいと澄すまして云いふと主人しゆじんは一層そう大おほきな聲こゑで面白おもしろさうに笑わらひ續つゞけた。それでは夕夜ゆうべ主婦しゆふの部屋へやへ這入はいつていつたのは屋敷やしきではなく主人しゆじんだつたのかと氣きがついたのだがいくらいつも金錢かねを持もたされないからと云いつて夜中よなか自分じぶんの細君さいくんの枕まくらもとの財布さいふを狙ねらつて忍しのび込こむ主人しゆじんも主人しゆじんだと思おもひながら私わたしもをかしくなり、暗室あんしつから出でて来きたのもそれではあなたかと主人しゆじんに訊きくと、いやそれは知しらぬと主人しゆじんは云いふ。では暗室あんしつから出でて來きたのだけは矢張やはり屋敷やしきであらうかそれともその部分ぶぶんだけは夢ゆめなのであらうかとまた私わたしは迷まよひ出だした。しかし、主婦しゆふの部屋へやへ這入はいり込こんだ男をとこが屋敷やしきでなくて主人しゆじんだと云いふことだけは確たしかに現實げんじつだつたのだから暗室あんしつから出でて來きた屋敷やしきの姿すがたも全然ぜんぜん夢ゆめだとばかりも思おもへなくなつて來きて、一度ど消きえた屋敷やしきへの疑うたがひも反對はんたいにまただんだん深ふかくすすんで來きた。しかし、さう云いふ疑うたがひと云いふものはひとり疑うたがつてゐたのでは結局けつきよく自分じぶん自身じしんを疑うたがつていくだけなので何なんの役やくにもたたなくなるのは分わかつてゐるのだ。それより直接ちよくせつ屋敷やしきに訊たづねて見みれば分わかるのだが、もし訊たづねてそれが本當ほんたうに屋敷やしきだつたら屋敷やしきの困こまるのも定きまつてゐる。此この場合ばあひ私わたしが屋敷やしきを困こまらしてみたところで別べつに私わたしの得とくになるではなしと云いつて捨すてゝおくには事件じけんは興味きようみがあり過すぎて惜をしいのだ。だいいち暗室あんしつの中なかには私わたしの苦心くしんを重かさねた蒼鉛さうえんと珪酸けいさんジルコニウムの化合くわがふ物ぶつや、主人しゆじんの得意とくいとする無定形むていけいセレニウムの赤色せきしよく塗ぬりの秘法ひはふが化學くわがく方程式はうていしきとなつて隱かくされてゐるのである。それを知しられてしまへば此處ここの製作せいさく所じよにとつては莫大ばくだいな損失そんしつであるばかりではない、私わたしにしたつていままでの秘密ひみつは秘密ひみつではなくなつて生活せいくわつの面白おもしろさがなくなるのだ。向むかうが秘密ひみつを盜ぬすまふとするならこちらはそれを隱かくしたつてかまはぬであらう。と思おもふと私わたしは屋敷やしきを一途とに賊ぞくのやうに疑うたがつていつてみやうと決心けつしんした。前まへには私わたしは輕部かるべからそのやうに疑うたがはれたのだが今度こんどは自分じぶんが他人たにんを疑うたがふ番ばんになつたのを感かんじると、あのとき輕部かるべをその間あひだ馬鹿ばかにしてゐた面白おもしろさを思おもひ出だしてやがては私わたしも屋敷やしきに絕たえずあんな面白おもしろさを感かんじさすのであらうかとそんなことまで考かんがへながら、一度どは人ひとから馬鹿ばかにされてもみなければとも思おもひ直なほしたりしていよいよ屋敷やしきへ注意ちゆういをそそいでいつた。ところが屋敷やしきは屋敷やしきで私わたしの眼めが光ひかり出だしたと氣附きづいたのであらうか、それから殆ほとんど私わたしと視線しせんを合あはさなくてすませる方向はうかうばかりに向むき始はじめた。あまり今いまから窮屈きうくつな思おもひをさせては却かへつて今いまの中うちに屋敷やしきを逃にがしてしまひさうだしするので、なるだけのんきにしなければならぬと柔やはらいでみるのだが眼めと云いふものは不思議ふしぎなもので、同おなじ認識にんしきの高たかさでうろついてゐる視線しせんと云いふものは一度ど合がつすると底そこまで同時どうじに貫つらぬき合あふのだ。そこで私わたしはアモアピカルで眞鍮しんちうを磨みがきながらよもやまの話はなしをすすめ、眼めだけで彼かれにも方程式はうていしきは盗ぬすんだかと訊きいてみると向むかうは向むかうでまだまだと應こたへるかのやうに光ひかつて來くる。それでは早はやく盗ぬすめば良よいではないかと云いふとお前まへにそれを知しられては時間じかんがかかつてしやうがないと云いふ。ところが俺おれの方程式はうていしきは今いまの所ところまだ間違まちがひだらけで盜とつたつて何なんの役やくにも立たたぬぞといふとそれなら俺おれが見みて直なほしてやらうと云いふ。さう云いふ風ふうに暫しばらく屋敷やしきと私わたしは仕事しごとをしながら私わたし自身じしんの頭あたまの中なかで默だまつて會話くわいわを續つゞけてゐるうちにだんだん私わたしは一家かのうちの誰たれよりも屋敷やしきに親したしみを感かんじ出だした。前まへに輕部かるべを有頂點うちやうてんにさせて秘密ひみつを饒舌しやべらせてしまつた彼かれの魅力みりよくが私わたしへも次第しだいに乘のり移うつつて來き始はじめたのだ。私わたしは屋敷やしきと新聞しんぶんを分わけ合あつて讀よんでゐても共通きようつうの話題わだいになると意見いけんがいつも一致ちして進すゝんでいく。化學くわがくの話はなしになつても理解りかいの速度そくどや遲度ちどが拮抗きつかうしながら滑なめらかに辷すべつていく。政治せいぢに關くわんする見識けんしきでも社會しやくわいに對たいする希望きばうでも同おなじである。ただ私わたしと彼かれとの相違さうゐしてゐる所ところは他人たにんの發明はつめいを盗ぬすみ込こまふとする不ふ道德だうとくな行爲かうゐに關くわんしての見解けんかいだけだ。だが、それとて彼かれには彼かれの解釋かいしやくの仕方しかたがあつて發明はつめい方法はうはふを盗ぬすむと云いふことは文化ぶんくわの進步しんぽにとつては別べつに不ふ道德だうとくなことではないと思おもつてゐるにちがひない。實際じつさい、方法はうはふを盗ぬすむと云いふことは盗ぬすまぬ者ものより良よい行爲かうゐをしてゐるのかもしれぬのだ。現げんに主人しゆじんの發明はつめい方法はうはふを暗室あんしつの中なかで隱かくさうと努力どりよくしてゐる私わたしと盜ぬすまふと努力どりよくしてゐる屋敷やしきとを比較ひかくしてみると屋敷やしきの行爲かうゐの方はうがそれだけ社會しやくわいにとつては役立やくだつことをしてゐる結果けつくわになつていく。それを思おもふとさうしてそんな風ふうに私わたしに思おもはしめて來きた屋敷やしきを思おもふと、なほますます私わたしには屋敷やしきが親したしく見みえ出だすのだが、さうかと云いつて私わたしは主人しゆじんの創始さうしした無む定形ていけいセレニウムに關くわんする染色せんしよく方法はうはふだけは知しらしたくはないのである。それ故ゆゑ絕たえず一番ばん屋敷やしきと仲良なかよくなつた私わたしが屋敷やしきの邪魔じやまもまた自然しぜんに誰たれより一番ばんし續つゞけてゐるわけにもなつてゐるのだ。

　あるとき私わたしは屋敷やしきに自分じぶんがここへ這入はいつて來きた當時たうじ輕部かるべから間者かんじやだと疑うたがはれて危險きけんな目めに逢あはされたことを話はなしてみた。すると屋敷やしきはそれなら輕部かるべが自分じぶんにさう云いふことをまだしない所ところから察さつすると多分たぶん君きみを疑うたがつて懲こり懲ごりしたからであらうと笑わらひながら云いつて、しかしそれだから君きみは僕ぼくを早はやくから疑うたがふ習慣しふくわんをつけたのだと彼かれは揶揄からかつた。それでは君きみは私わたしから疑うたがはれたとそれほど早はやく氣附きづくからには君きみも這入はいつて來くるなり私わたしから疑うたがはれることに對たいしてそれほど警戒けいかいする練習れんしふが出來できてゐたわけだと私わたしが云いふと、それはさうだと彼かれは云いつた。しかし、彼かれがそれはさうだと云いつたのは自分じぶんは方法はうはふを盗ぬすみに來きたのが目的もくてきだと云いつたのと同樣どうやうなのにも拘かゝはらず、それをさう云いふ大膽だいたんさには私わたしとて驚おどろかざるを得えないのだ。もしかすると彼かれは私わたしを見拔みぬいてゐて、彼かれがさう云いへば私は驚おどろいて了しまつて彼かれを忽たちまち尊敬そんけいするにちがひないと思おもつてゐるのではないかとも思おもはれて、此奴こいつ、と暫しばらく屋敷やしきを見詰みつめてゐたのだが、屋敷やしきは屋敷やしきでもう次つぎの表情へうじやうに移うつつて了しまつて上うへから逆ぎやくに冠かぶさつて來きながら、こんな製作せいさく所じよへかう云いふ風ふうに這入はいつて來くるとよく自分じぶんたちは腹はらに一物もつあつての仕事しごとのやうに思おもはれ勝がちなものであるが君きみも勿論もちろん知しつてのとほりそんなことなんかなかなかわれわれには出來できるものではなく、しかし辯解べんかいがましいことを云いひ出だしてはこれまた一層そうをかしくなつて困こまるので仕方しかたがないから人々ひと〴〵の思おもふやうに思おもはせて働はたらくばかりだと云いつて、一番ばん困こまるのは君きみのやうに痛いたくもない所ところを刺さして來くる眼めつきの人ひとのゐることだと私わたしをひやかした。さう云いはれると私わたしだつてもう彼かれから痛いたい所ところを刺さされてゐるので彼かれも丁度ちやうどいつも今いまの私わたしのやうに私わたしから絕たえずちくちくやられたのであらうと同情どうじやうしながら、さう云いふことをいつも云いつてゐなければならぬ仕事しごとなんかさぞ面白おもしろくはなからうと私わたしが云いふと、屋敷やしきは急きふに雁首がんくびを立たてたやうに私わたしを見詰みつめてからふツふと笑わらつて自分じぶんの顏かほを濁にごしてしまつた。それから私わたしはもう屋敷やしきが何なにを謀たくらんでゐやうと捨すてておいた。多分たぶん屋敷やしきほどの男をとこのことだから他人たにんの家いへの暗室あんしつへ一度ど這入はいれば見みる必要ひつえうのある重要ぢゆうえうなことはすつかり見みて了しまつたにちがひないのだし、見みて了しまつた以上いじやうは殺害せつがいすることも出來できない限かぎり見みられ損ぞんになるだけでどうしやうも追おつつくものではないのである。私わたしとしてはただ今いまはかう云いふ優すぐれた男をとこと偶然ぐうぜんこんな所ところで出逢であつたと云いふことを寧むしろ感謝かんしやすべきなのであらう。いや、それより私わたしも彼かれのやうに出來でき得うる限かぎり主人しゆじんの愛情あいじやうを利用りようして今いまの中うちに仕事しごとの秘密ひみつを盗ぬすみ込こんでしまう方はうが良よいのであらうとまで思おもひ出だした。それで私わたしは彼かれにあるときもう自分じぶんもここに長ながくゐるつもりはないのだがここを出でてからどこか良よい口くちはないかと訊たづねてみた。すると彼かれはそれは自分じぶんの訊たづねたいことだがそんなことまで君きみと自分じぶんとが似にてゐるやうでは君きみだつて豪がうさうなことも云いつてゐられないではないかと云いふ。それで私わたしは君きみがさう云いふのも尤もつともだがこれは何なにも君きみをひつかけてとやかうと君きみの心理しんりを掘ほり出だすためではなく、却かへつて私わたしは君きみを尊敬そんけいしてゐるのでこれから實じつは弟子でしにでもして貰もらふつもりで賴たのむのだと云いふと、弟子でしかと彼かれは一言ごんいつて輕蔑けいべつしたやうに苦笑くせうしてゐたが、俄にはかに眞面目まじめになると一度ど私わたしに、周圍しうゐが一町ちやう四方はう全まつたく草木くさきの枯かれてゐる鹽化えんくわ鐵てつの工場こうぢやうへ行いつて見みて來くるやう萬事ばんじがそれからだと云いふ。何なにがそれからなのか私わたしには分わからないが屋敷やしきが私わたしを見みた最初さいしよから私わたしを馬鹿ばかにしてゐた彼かれの態度たいどの原因げんいんがちらりとそこから見みえたやうに思おもはれると、いつたい此この男をとこはどこまで私わたしを馬鹿ばかにしてゐたのか底そこが見みえなくなつて來きてだんだん彼かれが無氣味ぶきみになると同時どうじに、それなら屋敷やしきをひとつこちらから輕蔑けいべつしてかかつてやらうとも思おもひ出だしたのだが、それがなかなか一度ど彼かれに魅みせられてしまつてからはどうも思おもふやうに藥くすりがきかなくただ滑稽こつけいになるだけで、優すぐれた男をとこの前まへに出でるとかうもこつちが慘みじめにぢりぢり修業しうげふをさせられるものかと歎なげかはしくなつてくるばかりなのである。ところが、急いそがしい市し役所やくしよの仕事しごとが漸やうやく片附かたづきかけた頃ころのこと、或ある日じ輕部かるべは急きふに屋敷やしきを仕事しごと場ばの斷裁だんさい機きの下したへ捻ねぢ伏ふせてしきりに白狀はくじやうせよ白狀はくじやうせよと迫せまつてゐるのだ。思おもふに屋敷やしきはこつそり暗室あんしつへ這入はいつたところを輕部かるべに見附みつけられたのであらうが私わたしが仕事しごと場ばへ這入はいつていつたときは丁度ちやうど輕部かるべが押おしつけた屋敷やしきの上うへへ馬うま乘のりになつて後頭こうとう部ぶを毆なぐりつけてゐるところであつた。とうとうやられたなと私わたしは思おもつたが別べつに屋敷やしきを助たすけてやらうと云いふ氣きが起おこらないばかりではない。日頃ひごろ尊敬そんけいしてゐた男をとこが暴力ばうりよくに逢あふとどんな態度たいどをとるものかとまるでユダのやうな好奇かうき心しんが湧わいて來きて冷れい膽ママ〔淡たん〕にぢつと歪ゆがむ屋敷やしきの顏かほを眺ながめてゐた。屋敷やしきは床ゆかの上うへへ流ながれ出だしたニスの中なかへ片頰かたほゝを浸ひたしたまま起おき上あがらうとして慄ふるへてゐるのだが、輕部かるべの膝ひざ骨ぼねが屋敷やしきの背中せなかを突つき伏ふせる度たび每ごとにまた直すぐべたべたと崩くづれてしまつて着物きものの捲まくれあがつた太ふとつた赤裸せきらの兩足りやうあしを不恰好ぶかつかうに床ゆかの上うへで藻搔もがかせてゐるだけなのだ。私わたしは屋敷やしきが輕部
かるべに少すくなからず抵抗ていかうしてゐるのを見みると馬鹿ばか馬鹿ばかしくなつたがそれより尊敬そんけいしてゐる男をとこが苦痛くつうのために醜みにくい顏かほをしてゐるのは心こゝろの醜みにくさを表あらはしてゐるのと同樣どうやうなやうに思おもはれて不快ふくわいになつて困こまり出だした。私わたしが輕部かるべの暴力ばうりよくを腹立はらだたしく感かんじたのもつまりはわざわざ他人たにんにそんな醜みにくい顏かほをさせる無禮ぶれいさに對たいしてなので、實じつは輕部かるべの腕力わんりよくに對たいしてではない。しかし、輕部かるべは相手あひてが醜みにくい顏かほをしやうがしまいがそんなことに頓着とんちやくしてゐるものではなくますます上うへから首くびを締しめつけて毆なぐり續つゞけるのである。私わたしはしまひに默だまつて他人たにんの苦痛くつうを傍そばで見みてゐると云いふ自身じしんの行爲かうゐが正當さいたうなものかどうかと疑うたがひ出だしたが、そのぢつとしてゐる私わたしの位置ゐちから少すこしでも動うごいてどちらかへ私わたしが荷擔かたんをすればなほ私わたしの正當せいたうさはなくなるやうにも思おもはれるのだ。それにしてもあれほど醜みにくい顏かほをし續つゞけながらまだ白狀はくじやうしない屋敷やしきを思おもふといつたい屋敷やしきは暗室あんしつから何なにか確實かくじつに盗ぬすみとつたのであらうかどうかと思おもはれて、今度こんどは屋敷やしきの混亂こんらんしてゐる顏面がんめんの皺しわから彼かれの秘密ふみつを讀よみとることに苦心くしんし始はじめた。彼かれは突つつ伏ぷしながらも時々とき〴〵私わたしの顏かほを見みるのだが彼かれと視線しせんを合あはす度たびに私わたしは彼かれへだんだん勢力せいりよくを與あたへるためにやにや輕蔑けいべつしたやうに笑わらつてやると、彼かれもそれには參まゐつたらしく急きふに奮然ふんぜんとし始はじめて輕部かるべを上うへから轉ころがさうとするのだが輕部かるべの强つよいと云いふことにはどうしやうもない、ただ屋敷やしきは奮然ふんぜんとする度たびに强つよくどしどし毆なぐられていくだけなのだ。しかし、私わたしから見みてゐると私わたしに笑わらはれて奮然ふんぜんとするやうな屋敷やしきがだいいちもうぼろを見みせたので困こまつたどん詰づまりと云いふものは人ひとは動うごけば動うごくほどぼろを出だすものらしく、屋敷やしきを見みながら笑わらふ私わたしもいつの間まにかすつかり彼かれを輕蔑けいべつしてしまつて笑わらふことも出來できなくなつたのもつまりは彼かれが何なんの役やくにも立たたぬときに動うごいたからなのだ。それで私わたしは屋敷やしきとて別べつにわれわれと變かはつた人物じんぶつでもなく平凡へいぼんな男をとこだと知しると、輕部かるべにもう毆なぐることなんかやめて口くちで云いへば足たりるではないかと云いつてやると、輕部かるべは私わたしを埋うづめたときのやうにまた屋敷やしきの頭あたまの上うへから眞鍮しんちう板ばんの切片せつぺんをひつ冠かぶせて一ひと蹴けり蹴けりつけながら、立たてといふ。屋敷やしきは立たち上あがるとまだ何なにか輕部かるべにせられるものと思おもつたのか恐こわさうにぢりぢり後方こうはうの壁かべへ脊中せなかをつけて輕部かるべの姿勢しせいを防ふせぎながら、暗室あんしつへ這入はいつたのは地金ぢがねの裏うらのグリユーがカセイソーダでは取とれなかつたからアンモニアを搜さがしにいつたのだと早口はやぐちに云いふ。しかし、アンモニアが入用にふようなら何なぜ云いはぬか、ネームプレート製作せいさく所じよにとつて暗室あんしつほど大切たいせつな所ところはないことぐらゐ誰たれだつて知しつてゐるではないかと云いつてまた輕部かるべは毆なぐり出だした。私わたしは屋敷やいきの辯解べんかいが出鱈目でたらめだとは分わかつてゐたが毆なぐる輕部かるべの掌てのひらの音おとがあまり激はげしいのでもう毆なぐるのだけはやめるが良よいと云いふと、輕部かるべは急きふに私わたしの方はうを振ふり返かへつて、それでは二人ふたりは共謀ぐるかと云いふ。だいたい共謀ぐるかどうかかう云いふことは考かんがへれば分わかるではないかと私わたしは云いはふとしてふと考かんがへると、なるほどこれは共謀ぐるだと思おもはれないことはないばかりではなくひよつとすると事實じじつは共謀ぐるでなくとも共謀ぐると同おなじ行爲かうゐであることに氣きがついた。全まつたく屋敷やしきに悠々いう〳〵と暗室あんしつへなど入いれさしておいて主人しゆじんの仕事しごとの秘密ひみつを盗ぬすまぬ自身じしんの方はうが却かへつて惡わるい行爲かうゐをしてゐると思おもつてゐる私わたしである以上いじやうは共謀ぐると同おなじ行爲かうゐであるにちがひないので、幾分いくぶんどきりと胸むねを刺さされた思おもひになりかけたのをわざと圖太づぶとく構かまへ共謀ぐるであらうとなからうとそれだけ人ひとを毆なぐればもう充分じうぶんであらうと云いふと今度こんどは輕部かるべは私わたしにかかつて來きて、私わたしの顎あごを突つき突つきそれでは貴樣きさまが屋敷やしきを暗室あんしつへ入いれたのであらうと云いふ。私は最早もはや輕部かるべがどんなに私わたしを毆なぐらうとそんなことよりも今いままで毆なぐられてゐた屋敷やしきの眼前がんぜんで彼かれの罪つみを引ひき受うけて毆なぐられてやる方はうが屋敷やしきにこれを見みよと云いふかのやうで全まつたく晴はれ晴ばれとして氣持きもちが良よいのだ。しかし私わたしはさうして輕部かるべに毆なぐられてゐるうちに今度こんどは不思議ふしぎにも輕部かるべと私わたしとが示しめし合あはせて彼かれに毆なぐらせてでもゐるやうでまるで反對はんたいに輕部かるべと私わたしとが共謀きようぼうして打うつた芝居しばゐみたいに思おもはれだすと、却かへつてこんなにも毆なぐられて平然へいぜんとしてゐては屋敷やしきに共謀ぐるだと思おもはれはすまいかと懸念けねんされ始はじめ、ふと屋敷やしきの方はうを見みると彼かれは毆なぐられたものが二人ふたりであることに滿足まんぞくしたものらしく急きふに元氣げんきになつて、君きみ、毆なぐれ、と云いふと同時どうじに輕部かるべの背後はいごから彼かれの頭あたまを續つゞけさまに毆なぐり出だした。すると、私わたしも別べつに腹はらは立たててはゐないのだが今迄いままで毆なぐられてゐた痛いたさのために毆なぐり返かへす運動うんどうが愉快ゆくわいになつてぽかぽかと輕部かるべの頭あたまを毆なぐつてみた。輕部かるべは前後ぜんごから毆なぐり出だされると主力しゆりよくを屋敷やしきに向むけて彼かれを蹴けりつけやうとしたので私わたしは輕部かるべを背後はいごへ引ひいて邪魔じやまをすると、その暇ひまに屋敷やしきは輕部かるべを押おし倒たふして馬うま乘のりになつてまた毆なぐり續つゞけた。私わたしは屋敷やしきのそんなにも元氣げんきになつたのに驚おどろいたが幾分いくぶん私わたしが理由りいうもなく毆なぐられたので私わたしが腹はらを立たてて彼かれと一緖しよに輕部かるべに向むかつてかかつていくにちがひないと思おもつたからであらう。しかし、私わたしはもうそれ以上いじやうは輕部かるべに復讎ふくしうする用ようもないのでまた默だまつて毆なぐられてゐる輕部かるべを見てゐると輕部かるべは直すぐ苦くもなく屋敷やしきをひつくり返かへして上うへになつて反對はんたいに彼かれを前まへより一層そう激はげしく毆なぐり出だした。さうなると屋敷やしきは一番ばん最初さいしよと同おなじことでどうすることも出來できないのだ。だが、輕部かるべは暫しばらく屋敷やしきを毆なぐつてゐてから私わたしが背後はいごから彼かれを襲おそふだらうと思おもつたのか急きふに立たち上あががると私に向むかつて突つつかゝつて來きた。輕部かるべと一人ひとり同志どうしの毆なぐり合あひなら私わたしが負まけるに定きまつてゐるのでまた私わたしは默だまつて屋敷やしきの起おき上あがつて來くるまで毆なぐらせてゐてやると、起おき上あがつて來きた屋敷やしきは不意ふいに輕部かるべを毆なぐらずに私わたしを毆なぐり出だした。一人ひとりでも困こまるのに二人ふたり一緖しよに來こられては私わたしももう仕方しかたがないので床ゆかの上うへに倒たふれたまま二人ふたりのするままにさせてやつたが、しかし私わたしはさきからそれほどもいつたい惡行あくぎやうをして來きたのであらうか。私わたしは兩腕りやううでで頭あたまをかかへてまん丸まるくなりながら私わたしのしたことが二人ふたりから毆なぐられねばならぬそれほども惡わるいかどうか考かんがへた。なるほど私わたしは事件じけんの起おこり始はじめたときから二人ふたりにとつては意表いへう外ぐわいの行爲かうゐばかりをし續つゞけてゐたにちがひない。しかし、私わたし以外いぐわいの二人ふたりも私わたしにとつては意外いぐわいなことばかりをしたではないか。だいいち私わたしは屋敷やしきから毆なぐられる理由りいうはない。たとへ私わたしが屋敷やしきと一緖しよに輕部かるべにかからなかつたからとは云いへ私わたしをもそんなときにかからせてやらうなどと思おもつた屋敷やしき自身じしんが馬鹿ばかなのだ。さう思おもつてはみても結局けつきよく二人ふたりから、同時どうじに毆なぐられなかつたのは屋敷やしきだけで一番ばん毆なぐられるべき責任せきにんのある筈はずの彼かれが一番ばんうまいことをしたのだから私わたしも彼かれを一度ど毆なぐり返かへすぐらゐのことはしても良よいのだがとにかくもうそのときはぐつたり私わたしたちは疲つかれてゐた。實際じつさい私わたしたちの此この馬鹿ばか馬鹿ばかしい格鬪かくとうも原因げんいんは屋敷やしきが暗室あんしつへ這入はいつたことからだとは云いへ五萬まん枚まいのネームプレートを短だん時じ日じつの間まに仕上しあげた疲勞ひらうがより大おほきな原因げんいんになつてゐたに定きまつてゐるのだ。殊ことに眞鍮しんちうを腐蝕ふしよくさせるときの鹽化えんくわ鐵てつの鹽素えんそはそれが多量たりやうに續つゞいて出でれば出でるほど神經しんけいを疲勞ひらうさせるばかりではなく人間にんげんの理性りせいをさへ混亂こんらんさせてしまふのだ。その癖くせ本能ほんのうだけはますます身體からだの中なかで明瞭めいれうに性質せいしつを表あらはして來くるのだから此このネームプレート製作せいさく所しよで起おこる事件じけんに腹はらを立たてたりしてゐてはきりがないのだがそれにしても屋敷やしきに毆なぐられたことだけは相手あひてが屋敷やしきであるだけに私わたしは忘わすれることは出來できない。私わたしを毆なぐつた屋敷やしきは私わたしにどう云いふ態度たいどをとるであらうか、彼かれの出方でかたでひとつ彼かれを赤面せきめんさせてやらうと思おもつてゐるといつ終をはつたとも分わからずに終をはつた事件じけんの後あとで屋敷やしきが云いふにはどうもあのとき君きみを毆なぐつたのは惡わるいと思おもつたが君きみをあのとき毆なぐらなければいつまでも輕部かるべに自分じぶんが毆なぐられるかもしれなかつたから事件じけんに終をはりをつけるために君きみを毆なぐらせて貰もらつたのだ、赦ゆるしてくれと云いふ。實際じつさい私わたしも氣附きづかなかつたのだがあのとき一番ばん惡わるくない私わたしが二人ふたりから毆なぐられなかつたなら事件じけんはまだまだ續つゞいてゐたにちがひないのだ。それでは私わたしはまだ矢やつ張ぱりこんなときにも屋敷やしきの盗ぬすみを守まもつてゐたのかと思おもつて苦笑くせうするより仕方しかたがなくなりせつかく屋敷やしきを赤面せきめんさせてやらうと思おもつてゐた樂たのしみも失うしなつてしまつてますます屋敷やしきの優すぐれた智謀ちぼうに驚おどろかされるばかりとなつたので、私わたしも忌々いま〳〵しくなつて來きて屋敷やしきにそんなにうまく君きみが私わたしを使つかつたからには暗室あんしつの方はうも定さだめしうまくいつたのであらうと云いふと、彼かれは彼かれで手馴てなれたもので君きみまでそんなことを云いふやうでは輕部かるべが私わたしを毆なぐるのだつて當然たうぜんだ、輕部かるべに火ひを點つけたのは君きみではないのかと云いつて笑わらつてのけるのだ。なるほどさう云いはれれば輕部かるべに火ひを點つけたのは私わたしだと思おもはれたつて辯解べんかいの仕樣しやうもないのでこれはひよつとすると屋敷やしきが私わたしを毆なぐつたのも私わたしと輕部かるべが共謀きようぼうしたからだと思おもつたのではなからうかとも思おもはれ出だし、いつたい本當ほんたうはどちらがどんな風ふうに私わたしを思おもつてゐるのかますます私わたしには分わからなくなり出だした。しかし事實じじつがそんなに不ふ明瞭めいれうな中なかで屋敷やしきも輕部かるべも二人ふたりながらそれぞれ私わたしを疑うたがつてゐると云いふことだけは明瞭めいれうなのだ。だが此この私わたしひとりにとつて明瞭めいれうなこともどこまでが現實げんじつとして明瞭めいれうなことなのかどこでどうして計はかることが出來できるのであらう。それにも拘かゝはらず私わたしたちの間あひだには一切さいが明瞭めいれうに分わかつてゐるかのごとき見みえざる機械きかいが絕たえず私わたしたちを計はかつてゐてその計はかつたままにまた私わたしたちを押おし進すゝめてくれてゐるのである。さうして私わたし達たちは互たがひに疑うたがひ合あひながらも翌日よくじつになれば全部ぜんぶの仕事しごとが出來でき上あがつて樂々らく〳〵となることを豫想よさうし、その仕上しあげた賃金ちんぎんを貰もらふことの樂たのしみのためにもう疲勞ひらうも爭あらそひも忘わすれてその日ひの仕事しごとを終をへて了しまふと、いよいよ翌日よくじつとなつてまた誰だれもが全まつたく豫想よさうしなかつた新あたらしい出來事できごとに逢あはねばならなかつた。それは主人しゆじんが私わたしたちの仕上しあげた製作せいさく品ひんとひき換かへに受うけ取とつて來きた金額きんがく全部ぜんぶを歸かへりの途みちに落おとしてしまつたことである。全まつたく私わたしたちの夜よの目めもろくろく眠ねむらずにした勞力らうりよくは何なんの役やくにも立たたなくなつたのだ。然しかも金かねを受うけ取とりにいつた主人しゆじんと一緖しよに私わたしを此この家うちへ紹介せうかいしてくれた主人しゆじんの姉あねがあらかじめ主人しゆじんが金かねを落おとすであらうと豫想よさうしてついていつたと云いふのだから、このことだけは豫想よさうに違たがはず事件じけんは進行しんかうしてゐたのにちがひないが、ふと久ひさし振ぶりに大金たいきんを儲まうけた樂たのしさからたとへ一瞬しゆんの間までも良よい儲まうけた金額きんがくを持もつてみたいと主人しゆじんが云いつたのでつひ油斷ゆだんをして同情どうじやうしてしまひ、主人しゆじんに暫しばらくの間あひだその金かねを持もたしたのだと云いふ。その間あひだに一つの缺陥けつかんがこれも確實かくじつな機械きかいのやうに働はたらいてゐたのである。勿論もちろん落おとした金額きんがくがもう一度ど出でて來くるなどと思おもつてゐる者ものはゐないから警察けいさつへ屆とゞけはしたものの一家かはもう靑あをざめ切きつて了しまつて言葉ことばなど云いふものは誰だれもなく、私わたしたちは私わたしたちで賃金ちんぎんも貰もらふことが出來できないのだから一時じに疲つかれが出でて來きて仕事しごと場ばに寢ねそべつたまま動うごかうともしないのだ。輕部かるべは手當てあたり次第しだいに乾板かんぱんをぶち壞くだいて投なげつけると急きふに私わたしに向むかつて何なぜお前まへはにやにやしてゐるのかと突つきかかつて來きた。私わたしは別べつににやにやしてゐたと思おもはないのだがそれがそんなに輕部かるべに見みえたのなら或あるひは笑わらつてゐたのかしれない。確たしかにあんまり主人しゆじんの頭あたまは奇怪きくわいだからだ。それは鹽化えんくわ鐵てつの長年ながねんの作用さようの結果けつくわなのかもしれないと思おもつてみても頭あたまの缺陥けつかんほど恐おそるべきものはないではないか。さうしてその主人しゆじんの缺陥けつかんがまた私わたしたちをひき附つけてゐて怒おこることも出來できない原因げんいんになつてゐると云いふことはこれは何なんと云いふ珍稀ちんきな構造こうざうの廻まはり方かたなのであらう。しかし、私わたしはそんなことを輕部かるべに聞きかせてやつても仕方しかたがないので默だまつてゐると突然とつぜん私わたしを睨にらみつけてゐた輕部かるべが手てを打うつて、よしツ酒さけを飮のまふと云いひ出だすと立たち上あがつた。丁度ちやうどそれは輕部かるべが云いはなくても私わたしたちの中なかの誰だれかがもう直すぐ云いひ出ださねばならない瞬間しゆんかんに偶然ぐうぜん輕部かるべが云いつただけなので、何なんの不ふ自然しぜんさもなく直すぐすらすらと私わたしたちの氣分きぶんは酒さけの方はうへ向むかつていつたのだ。實際じつさいさう云いふ時ときには若者わかもの達たちは酒さけでも飮のむより仕方しかたのないときなのだがそれが此この酒さけのために屋敷やしきの生命せいめいまでが亡なくならうとは屋敷やしきだつて思おもはなかつたにちがひない。

　その夜よ私わたしたち三人にんは仕事しごと場ばでそのまゝ車座くるまざになつて十二時じ過すぎまで飮のみ續つゞけたのだが、眼めが醒さめると三人にんの中うちの屋敷やしきが重ぢゆうクロム酸さんアンモニアの殘のつた溶液ようえきを水みづと間違まちがへて土瓶どびんの口くちから飮のんで死しんでゐたのである。私わたしは彼かれを此この家いへへ送おくつた製作せいさく所じよの者もの達たちが云いふやうに輕部かるべが屋敷やしきを殺ころしたのだとは今いまでも思おもはない。勿論もちろん私わたしが屋敷やしきの飮のんだ重ぢゆうクロム酸さんアンモニアを使用しようするべきグリユー引びきの部分ぶぶんにその日ひも働はたらいてゐたとは云いへ、彼かれに酒さけを飮のましたのが私わたしでない以上いじやうは私わたしよりも一應おう輕部かるべの方はうがより多おほく疑うたがはれるのは當然たうぜんであるが、それにしても輕部かるべが故意こいに酒さけを飮のましてまで屋敷やしきを殺ころさうなどと深ふかい謀たくらみの起おこらうほど前まへから私わたしたちは酒さけを飮のみたくなつてゐたのではないのである。酒さけを飮のみたくなつたときより私わたしが重ぢゆうクロムサンアンモニアを造つくつておいた時間じかんの方はうが前まへなのだから疑うたがひ得えられるとすると私わたしなのにも拘かゝはらず、それが輕部かるべが疑うたがはれたと云いふのも輕部かるべの先まづひと目めで誰たれからも暴力ばうりよくを好このむことを見破みやぶられる逞たくましい相貌さうばうから來きてゐるのであらう。しかし、私わたしとても勿論もちろん輕部かるべが全然ぜんぜん屋敷やしきを殺ころしたのではないと斷言だんげんするのではない。私わたしの知しり得えられる程度ていどのことは彼かれが屋敷やしきを殺ころしたのではないと云いひ得えられるほどのことであるより仕方しかたがないのだ。もともと輕部かるべは屋敷やしきが暗室あんしつへ忍しのび込こんだのを見みてゐるからは、彼かれを殺害せつがいする以外いぐわいに彼かれに秘密ひみつを知しられぬ方法はうはふはないと一度どは私わたしのやうに思おもつたであらうから。さうして私わたしが屋敷やしきを殺害せつがいするのなら酒さけを飮のましておいてその上うへ重ぢゆうクロム酸さんアンモニアを飮のますより仕方しかたがないと思おもつたことさへあることから考かんがへても、彼かれもそのやうに一度どは思おもつたにちがひないであらうから。だが、酒さけに醉よつてゐたのは私わたしと屋敷やしきだけではなくて輕部かるべとて同樣どうやうに醉よつてゐたのだから彼かれがその劇藥げきやくを屋敷やしきに飮のまさうなどとしたのではないであらう。よしたとへ日頃ひごろ考かんがへてゐたことが無む意識いしきに醉よひの中うちに働はたらいて彼かれが屋敷やしきに重ぢゆうクロム酸さんアンモニアを飮のましたのだとするならそれなら或あるひは屋敷やしきにそれを飮のましたのは同樣どうやうな理由りいうによつて私わたしかもしれないのだ。いや、全まつたく私わたしとて彼かれを殺ころさなかつたとどうして斷言だんげんすることが出來できるであらう。輕部かるべより誰たれよりもいつも一番ばん屋敷やしきを恐おそれたものは私わたしではなかつたか。日夜にちや彼かれのゐる限かぎり彼かれの暗室あんしつへ忍しのび込こむのを一番ばん注意ちゆういして眺ながめてゐたのは私わたしではなかつたか。いやそれより私わたしの發見はつけんしつゝある蒼鉛さうえんと珪酸けいさんジルコニウムの化合くわがふ物ぶつに關くわんする方程式はうていしきを盗ぬすまれたと思おもひ込こみいつも一番ばん激はげしく屋敷やしきを怨うらんでゐたのは私わたしではなかつたか。さうだ。もしかすると屋敷やしきを殺害せつがいしたのは私わたしかもしれぬのだ。私わたしは重ぢゆうクロム酸さんアンモニアの置おき場ばを一番ばん良よく心得こゝろえてゐたのである。私わたしは醉よひの廻まはらぬまでは屋敷やしきが明日あすからどこへいつてどんなことをするのか彼かれの自由じいうになつてからの行動かうどうばかりが氣きになつてならなかつたのである。しかも彼かれを生いかしておいて損そんをするのは輕部かるべよりも私わたしではなかつたか。いや、もう私わたしの頭あたまもいつの間まにか主人しゆじんの頭あたまのやうに早はや鹽化えんくわ鐵てつに侵をかされて了しまつてゐるのではなからうか。私わたしはもう私わたしが分わからなくなつて來きた。私わたしはたゞ近ちかづいて來くる機械きかいの銳するどい先尖せんせんがぢりぢり私わたしを狙ねらつてゐるのを感かんじるだけだ。誰たれかもう私わたしに代かはつて私わたしを審さばいてくれ。私わたしが何なにをして來きたかそんなことを私わたしに聞きいたつて私わたしの知しつてゐやう筈はずがないのだから。
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